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受賞年月 氏　名 所　属 研究課題

平成19年度 川上　憂子
国際医療福祉大学大学院保健医
療学専攻看護学分野看護管理・
開発学領域　修士課程２年生

自己検診で乳房の異常に気付き乳癌を疑った女性の
受診行動に係る影響因子と受診が遅れる女性のタイ
プ分類

原園　正利
宮崎大学大学院医学系研究
科看護学　修士課程２年生

非血縁者間、造血幹細胞移植におけるドナー登録の
あり方に関する研究‐提供過程における阻害要因と
対処法、サポート体制からの登録上の指針‐

村田　節子
久留米大学大学院医学研究科
個別最適医療系先進医療対象
疾患学　博士課程４年生

婦人科がんの化学療法によるスキンダメージとQOL
に関する研究

安永　浩子
福岡県立大学大学院看護学
部看護学科　修士課程１年
生

がん患者のQuality of life(QOL)とその家族のQOL
との関連

山本知枝子
三重大学大学院医学部看護
学科看護学専攻がんCNS
コース　修士課程２年生

一般病棟での終末期がん患者の希望を支え、最後ま
でその人らしく生きるためのケア　‐オレムの看護
理論に基づいた看護過程の展開を通して‐

平成18年度 伊波　　華
琉球大学大学院保健学研究
科　修士課程２年

外来通院中の乳がん患者における骨密度とその関連
要因に関する検討　－Stiffness値を指標としてー

香川由美子
大阪府立大学大学院　博士
課程１年

がん化学療法に関連した倦怠感の症状緩和プログラ
ム開発の基礎的研究

二井谷真由美
広島大学大学院保健学研究
科　博士課程１年

外来化学療法を受けるがん患者と家族の心理的適応
を促進する概念モデルの作成

久永みゆき
千葉大学大学院看護学部看
護学研究科　修士課程２年

終末期がん患者の全身倦怠感の体験と対処行動に関
する研究

三木　葉子
滋賀医科大学医学系研究科
看護学専攻　修士課程１年

消化器癌患者における抑うつ傾向と術後疼痛知覚・
疼痛管理との関連

平成17年度 内山美枝子
新潟大学大学院保健学研究
科　修士課程２年

乳がん患者のライフストーリーからみる医療体験の
意味　ー乳がん患者のQOL及び全人的な看護のため
のプログラム開発にむけてー

大金ひろみ
聖路加看護大学大学院　博
士課程２年

末期がん患者の在宅移行期に配偶者が抱える葛藤と
レディネスに関する記述研究

川村三希子
北海道医療大学看護福祉学
研究科　博士課程３年

再発後を生きる乳がん患者の生活と体験

小栁　陽子
日本赤十字広島看護大学大
学院看護学研究科　修士課
程２年

外来で化学療法を受けるがん患者の倦怠感と対処の
関連

高山　良子
高知女子大学大学院　修士
課程２年

再発を繰り返す肝臓がん患者の調和

平成16年度 木村　安貴
琉球大学大学院保健学研究
科　修士課程１年

化学療法を受けるがん患者の食欲不振とその影響因
子に関する研究（主に味覚・嗅覚の変化に焦点をあ
てて）

末永　芳子
九州看護福祉大学　修士課
程２年

がんに罹患した母親の母性意識の変化〈学童期まで
の子どもを持つ母親を対象に〉

濱口可奈子
高知女子大学　修士課程２
年

外来化学療法を受けるがん患者の前に向かう力

平成15年度 石光芙美子
愛知県立看護大学　修士課
程１年

術後せん妄の前駆症状と睡眠覚醒リズム障害に関す
る研究
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大野　美佳
高知女子大学大学院看護学
研究科　修士課程２年

外来化学療法を受けているがん患者と家族員のかか
わりに対する患者の認知

成松　　恵
兵庫県立看護大学　修士課
程２年

タキサン系抗悪性腫瘍剤による末梢神経障害の症状
体験とそのアセスメント


